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論 文 題 目 誘導ラマン散乱による光パルスの制御に関する理論研究 
超短パルス光技術は物理学・化学・生物学などの多くの分野で応用されているが、より短いパ
ルスの生成が望まれている。新たな概念として「遠共鳴三準位系」を用いてラマンコヒーレンン
スを断熱的に生成させると、理論限界に近いコヒーレンスの生成が可能となり、それが繰り返し
周波数「数 THz」に至る高周波の超短パルス光列の生成につながることが期待されている。 
超短パルス光を生み出すためには周波数領域での広帯域化と位相制御によるパルス圧縮が必要
である。広帯域化の一つの方法として２波長の光によって励起される分子の回転や振動を介した
誘導ラマン散乱のサイドバンド光の発生を用いる方法がある[1][2]。短いパルスを生成するために
はより多くのサイドバンド光の発生が必要であるが、一方でサイドバンド光の間の位相も良く制
御されている必要がある。多くの高次サイドバンドを発生させるには２つの光の振動数の差が回
転や振動の励起エネルギーに近いほど良いが、これらの差が小さいと実励起を伴い、基底状態と
励起状態の間の量子力学的なコヒーレンスが損なわれ、その結果サイドバンド間の位相が乱れる
と考えられていて、離調の最適化が必要と考えられている。 
我々は超短パルスを生成するために最適な条件を理論的に調べることを目指している。 
すでに回転励起の場合には、離調を変化させた時にどのような励起が起り、その結果どのような
サイドバンド光が得られるか系統的に調べ、実験的に得られるデータ比較して超短パルスの詳細
な情報が予想できることを確認した。[3] 
本研究では、振動励起の場合に対して、離調や励起光強度などのパラメータを変化させた時に
サイドバンド光のスペクトルや位相がどのような振舞いをし、結果的に得られるパルス光にどう
影響をもたらすか検討した。 
複数の緩和率に対して離調を変化させた時の密度行列、サイドバンド光の強度と位相の時間変
化を計算した結果、緩和率変化によるサイドバンド光の強度への影響はあまり見られなかった。
しかし、位相の振る舞いには影響があり、適当な離調を取ると位相制御が良くできるということ
がわかった。 
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